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第 1 章「Introduction」では論文概要について述べている。無線 LAN システムの動向や
協調的通信事例について紹介している他、本論文の構成について述べている。 
 
第 2 章「Investigation on the Cooperation’s Potential in Wireless Networks 」で
は MAC 層における協調的通信の基礎的な手法を提案し、その評価を行っている。提案では
まず Cooperative Interframe Space (CIFS)と Request To Cooperate (RTC)という制御フ
 レームを設定する。これは CSMA/CA 方式に付加的に追加するプロトコルであり、通常は
RTS(Request to Send)、 CTS(Clear to Send)のシーケンス終了後にデータ転送が行われる
が、データ転送が失敗した際、RTC という提案する新フレームを受信側より発行し、協力



























第 4 章「Cooperative Implementation on Rate Adaptive Networks」では、情報転送速
度可変ネットワークにおける協調方式を提案している。現在、無線チャネル状況等の変化
によって適する情報転送速度をダイナミックに選択可能なシステムが実現可能となってい
る。本章で提案する CRA(Cooperative Rate Adaptation)方式では、パラメータとして情報
転送速度を加えファジーロジックに基づいたパートナー選択を実現している。提案手法で
は転送速度変化に起因する所要時間を考慮した選択を実現しており、遅延時間も含めた総
合評価を行っている。CRA 方式は非協調的速度可変手法である RBAR(Receiver Based Auto 
 Rate）方式や協調的速度可変手法の CRBAR(Cooperative Receiver Based Auto Rate)方式
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